
会 議 報 告 書 

会議名 令和４年度 第３回社会教育委員会議 

日 時 令和４年 10月 19日（水） 午後１時 30分から３時 15分まで 

場 所 三島市民生涯学習センター ３階 講義室 

出席者 

社会教育

委員 

永倉委員長、足立委員、髙橋委員、前田委員、小籔委員、籾山委員、

大澤委員、朝日委員、石井委員、齋藤委員、𠮷田委員 

事務局 
鈴木教育推進部長、若林生涯学習課長、米山図書館長、 

寺田文化財課長、鈴木文化振興課長、星谷係長、稲木係長、堤主事 

傍聴人 なし（公開会議、傍聴人定員 2名） 

項 目 趣  旨 
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生涯学習課長 

 

 

 

●教育委員会 

 教育推進部長より挨拶 

●社会教育委員 

 委員長より挨拶 

 

（１） 令和４年度 第２・四半期の経過報告及び 

令和４年度 第３・四半期の予定報告 

各課長より資料に沿って説明    

 

（質 問）  

リカレント推進事業の夜間施設提供の登録の実状、活用方法はどうなのか。 

主にパソコン教室をリカレント教育の場として提供しており、登録者は現在 21 人。広

報、SNS を使い情報を提供しているが、SNS で発信した後やチラシを配布した後に登

録者が増えている印象がある。徐々に広まってきていると感じる。こちらでカリキュラム

を組んで学びいただくことは専門ではないので難しい。行政が得意とする広報分野、

リカレントを提供する市内所在の大学の情報を提供していく形で進めている。来年度

に向けても様々な手立てを考えており、リカレント教育推進可能性調査の三島の方向

性に沿って進めていく所存である。 

前回の会議でも話し合ったので、もっと有意義に使っていただきたい。 

リカレントの提供しているお部屋の定員は何人か。 

提供するお部屋の第一優先がパソコン教室であり、定員は 20人。それ以上にお使

いになる際には、隣の部屋や研修室も順次開放していく予定である。 

当初の目標値はどの程度見込んでいたのか。今後の見えている課題などあれば

教えてほしい。 

希望者が増えるにしたがい、可能な限りお部屋を提供していく方向で進めている。

資格はリカレント全体のほんの一部だと考えている。個人であれば、目的の職に再就

職するための資格取得、別の視点では企業間での再教育も視野に入れている。ハロ

ーワーク、大学、いずれは商工会議所の三者と三島市が連携を取り、市民のニーズ 



（続き） 
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３  報 告 

 

 

 

４  その他 

 

に合った方向性を作っていけたらと考えている。 

図書館経過報告８月 13日の中郷分館「図書館講座」は延期とあるが、延期の

理由を教えてほしい。 

台風の為、来館者の安全を考慮し前日に延期を決めた。再実施する予定であ

る。 

文化財課経過報告７月 10日の「楽寿園開園 70周年ガイドツアー講師」は講

師育成なのか。それとも講師によるガイドツアーの実施なのか。 

桜御殿の登録有形文化財を記念し、管理者の方がガイドを行った。参加者は

一般から希望を募った。 

図書館予定報告 10月 15日第４回図書館講座「『食べる』を味方にしよう！『体

調が良くなる』食べ方を見直そう」は 75人の予定と記載があるが、実数なのか。 

55人が参加した。 

文化振興課で定期的に「大ホールを独占！憧れのスタインウェイを弾こう！」

という事業が開催されているが、毎回 10人なのは時間的なものなのか。それと

もその程度しか売れていないということなのか。 

時間的なものもある。１回１人 30分だが、１時間利用されることもあるので

差ができる。 

 

（２） 令和４年度生涯学習功労者表彰について 

生涯学習係長より資料に沿って説明  

満場一致により功労者決定 

 

（３） 委員報告 

○７月 20日 第１回三島市青少年問題協議会 

女性青少年係長より説明 

○８月 19日  東部地区社会教育委員等研修会 

委員長より説明 

 

 

社会教育と文化行政について＜産業文化部 文化振興課より＞ 

文化振興課長より資料に沿って説明 

 

 

屋上防水改修工事について報告 

事務局より説明 

【工期 令和４年 10月 24日～令和５年 1月 31日】 

 

 

会議終了 

 


